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ム
ー
ァ
フ
ィ
ー
ル
ズ
眼
科
病
院
（
三
○
．
昌
里
号
国
胃

函
ｏ
ｇ
冒
一
）
は
、
一
八
○
五
年
、
外
科
医
旨
言
○
ロ
二
三
局
冨
日

の
自
己
号
耐
に
よ
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
病
院
は
、

世
界
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
眼
科
専
門
病
院
で
あ
り
、
今
日
世

界
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
初
の
専
門
病
院

で
あ
る
。

創
設
者
盲
目
○
匡
目
一
眉
冨
ョ
醗
匡
己
の
厨
二
七
七
三
年
’

一
八
一
○
年
）
は
、
英
国
デ
ヴ
ォ
ン
州
に
生
ま
れ
た
。
地
元
の

外
科
医
甘
言
函
三
の
下
で
五
年
間
の
医
学
修
業
を
積
ん
だ
。
そ

の
後
、
ロ
ン
ド
ン
へ
出
て
、
聾
弓
言
ョ
閉
一
の
困
○
昌
巨
で
、
名
外

科
医
ン
豊
ｇ
ｏ
ｏ
８
①
局
の
解
剖
助
手
を
務
め
た
。
○
８
月
【
か
ら

の
信
頼
は
非
常
に
厚
か
っ
た
が
、
詞
昌
巴
の
皇
①
帰
具

⑫
員
鴨
○
房
で
の
十
分
な
修
練
を
積
ん
で
い
な
い
留
匡
且
⑦
厨
に
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ム
ー
ァ
フ
ィ
ー
ル
ズ
眼
科
病
院
の
設
立
に

つ
い
て

柳
澤
波
香

青
山
学
院
大
学
・
津
田
塾
大
学

は
、
ロ
ン
ド
ン
の
有
名
病
院
で
の
昇
進
の
見
込
み
は
無
か
っ
た

の
で
、
ケ
ン
ト
州
の
小
村
で
開
業
医
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

留
匡
且
①
厨
の
技
量
を
惜
し
む
恩
師
や
友
人
医
師
の
強
い
す
す
め

で
、
再
び
ロ
ン
ド
ン
へ
と
戻
っ
た
。

当
時
、
英
国
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
車
と
交
戦
中

で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
折
、
多
く
の
兵
士
が
「
エ
ジ
プ

ト
眼
炎
」
に
罹
患
し
た
。
こ
れ
は
、
ト
ラ
コ
ー
マ
で
あ
り
、
英

国
軍
の
本
国
帰
還
が
進
む
に
連
れ
て
、
一
八
○
三
年
頃
か
ら
ロ

ン
ド
ン
で
大
流
行
し
た
。
当
時
、
ト
ラ
コ
ー
マ
は
失
明
の
可
能

性
を
も
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

眼
疾
患
は
、
一
九
世
紀
の
初
め
に
至
る
ま
で
、
所
謂
月
巨
里

に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
○
向
晨
里
は
、
正
規

の
医
学
修
業
を
必
ず
し
も
積
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時

の
一
般
病
院
で
は
眼
疾
患
に
つ
い
て
の
関
心
は
概
ね
低
く
、
治

療
と
研
究
の
中
心
と
な
る
医
療
機
関
は
無
か
っ
た
。

鯉
口
且
男
の
は
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
○
８
胃
扁
や
同
僚
医
師

ら
と
相
談
し
、
眼
と
耳
の
疾
患
に
特
化
し
た
診
療
所
を
、
貧
し

く
病
め
る
者
の
た
め
に
創
設
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
’
八
○
五

年
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ス
ク
エ
ア
に
、
弓
胃
Ｆ
○
口
Ｑ
○
国
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ロ
厨
胃
自
囲
昌
さ
扁
○
目
ヨ
、
具
吾
①
同
篇
目
・
国
胃
を
設
立
し
た
。

英
国
の
一
八
世
紀
は
一
般
病
院
の
時
代
、
一
九
世
紀
は
専
門

病
院
の
時
代
と
称
さ
れ
る
が
、
専
門
病
院
の
必
要
性
は
、
当
初

は
認
識
さ
れ
に
く
か
っ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
専
門
病
院

は
医
者
の
興
味
本
位
と
自
己
利
益
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
え

批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
創
設
者
ら
の
尽
力
や
、
医
学
雑
誌
弓
胃

冒
月
色
の
創
設
者
目
９
日
閉
乏
農
２
９
が
、
専
門
特
化
性
の
重
要

性
を
力
説
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
理
解
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

め
凹
匡
ロ
号
厨
は
、
弓
胃
Ｆ
○
コ
８
コ
ロ
ｇ
ｇ
ｇ
昌
盲
『
○
員
ヨ
頤
具

冒
①
国
滞
四
目
国
胃
で
、
ト
ラ
コ
ー
マ
の
治
療
の
他
、
先
天
性
白

内
障
の
手
術
を
多
く
手
が
け
、
ン
弓
『
の
畠
の
①
ｏ
ｐ
ｇ
ョ
の
印
画
昌
旦

習
冒
厨
房
一
呂
眉
８
言
①
ロ
胃
閉
＄
・
寓
胃
固
く
２
α
著
わ
し
た
。

こ
れ
は
、
彼
の
死
後
に
い
た
る
ま
で
、
当
時
の
眼
科
医
の
バ
イ
ブ

ル
的
存
在
と
な
っ
た
。
年
間
症
例
数
は
、
一
八
○
五
年
に
は
六
百

例
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
、
一
八
○
八
年
に
は
二
千
例
を
超

え
た
。
患
者
数
の
増
加
や
諸
般
の
事
情
か
ら
、
診
療
所
は
一
八
二

二
年
、
ム
ー
ァ
フ
ィ
ー
ル
ズ
に
移
転
さ
れ
た
。
移
転
後
、
病
院
と

な
り
、
、
房
の
ｇ
ｐ
ｇ
国
○
℃
言
冒
百
房
函
易
凰
旦
と
改
称
さ
れ
た
。

（
当
時
か
ら
病
院
は
三
８
島
里
８
国
扁
国
吊
昌
巴
と
い
う
愛
称
で

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
正
式
名
称
に
な
っ
た
の
は
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
）

一
九
世
紀
の
半
ば
に
な
る
と
、
一
般
病
院
で
も
、
診
療
科
目

の
専
門
化
が
進
み
、
眼
科
の
設
置
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
潮
流
に

対
し
て
、
弓
言
冒
且
ｇ
ｏ
ロ
言
冨
冒
旨
国
易
宮
区
は
、
検
眼
鏡
、

吸
入
麻
酔
、
消
毒
法
を
他
に
先
駆
け
て
導
入
し
、
ま
た
、
眼
科

学
専
門
誌
目
篇
○
冒
号
煙
一
目
の
四
○
の
亘
旦
罰
８
日
厨
を
発
刊
し
、

眼
科
専
門
病
院
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
更
に
、

拡
張
、
発
展
を
遂
げ
た
弓
胃
盲
目
ｇ
Ｏ
ｇ
ｇ
巴
日
言
晋
の
宮
旦

は
眼
疾
患
治
療
の
世
界
的
中
心
地
と
な
っ
た
。

現
在
、
英
国
眼
科
医
の
半
数
以
上
が
、
三
○
日
胃
一
号
両
淵

四
目
宮
国
一
で
研
修
を
積
む
。
ま
た
、
世
界
最
大
規
模
の
眼
疾
患

の
リ
サ
ー
チ
を
、
後
に
併
設
さ
れ
た
研
究
所
冒
望
一
目
房
呉

○
目
号
堅
ョ
○
さ
喝
と
共
同
で
行
な
っ
て
い
る
。
眼
疾
患
治
療
の

先
駆
者
で
あ
る
巨
８
昌
里
号
固
篇
函
吊
亘
国
一
は
、
二
一
世
紀
初

頭
の
目
標
と
し
て
、
世
界
初
の
小
児
眼
疾
患
專
門
病
院
の
創
設

を
掲
げ
て
お
り
、
今
日
も
な
お
、
世
界
の
眼
科
医
療
を
リ
ー
ド

し
続
け
て
い
る
。


